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K1-1 インタープリテーションとは何か K2-1 インタープリテーションの歴史、定義、原

則、特徴

K3-1 インタープリテーションの現在や社会的背

景に関する深い理解

K4-1 地域の資源の保全や地域振興等に関連する

幅広い理解

K1-2 インタープリテーションの役割の理解 K2-2 地域や団体、地域の社会教育等におけるイ

ンタープリテーションの役割の幅広い理解

K3-2 より幅広い来訪者対応の想定 K4-2 人事や労務等、組織運営に関する知識

K1-3 保全や地域振興に関わる考えの理解 K2-3 地域や施設の資源に関する理解 K3-3 体験学習法等の学習理論の理解と活用 K4-3 インタープリテーションに関する深い理解

K1-4 地域情報の把握 K3-4 インタープリテーションの様々なメディア

とスタイルについての理解

S1-1 拠点施設のカウンターやフロア等にお

いて来訪者体験を高める対応ができる

S2-1 代表的な資源について適切なガイド・解説

をすることができる

S3-1 インタープリテーションに関する調査の技

能

S4-1 マーケティングの技術

S2-2 参加者との共創的なコミュニケーション S3-2 プログラム構成のデザイン S4-2 インタープリテーション全体計画の策定

S3-3 プログラムの開発 S4-3 インタープリターの人材育成の計画

S3-4 ファシリテーション S4-4 関係者間の衝突回避・問題解決（conflict

management）

S3-5 拠点（ネイチャーセンター等）の運営 S4-5 評価の設計と実施

C1-1 サービス精神／フレンドリー C2-1 資源やインタープリテーション方法の探求 C3-1 クライアント、地元行政、地元諸団体、全

国ネットワーク組織などと積極的な関係構

築や連携

C4-1 他分野や異業種との新しい協働関係の構築

ができる

C1-2 地域が好き C2-2 参加者の問いを歓迎できる/多様な意見を

受け止めることができる

C3-2 新しい方法を創ろうとする態度や遊び心 C4-2 地域や社会の持続可能性に対する情熱

C4-3 未知の分野にチャレンジする姿勢

C0-1 チーム／組織／社会の中での自分の役割を見つけることができる

C0-2 フィードバックを歓迎できる。（成長しようとする意欲がある）

C0-3 インタープリテーションで地域や社会をよくできると考えている

C0-4 ポジティブである

C0-5 自分のバイアスに気づき克服しようとする意思がある
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ユニバーサル・コンピテンシー

１．接客スタッフ
窓口案内担当者等、幅広い観光事業者

２．インタープリタ−・ガイド
ガイドプログラム等の担当者／インタープリター初級

３．ディレクター
現場オペレーター レベル

４．プロデューサー
※施設・団体等マネージメント担当者


